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TKK3 大学連携プロジェクト「防災・減災・ボランティアを中心とした社会貢献教育の展開」 

TKK 共通シラバス 
1. 科目名 防災行政学Ⅰ 

2. 教員名 金芳 外城雄 3. 担当大学 神戸学院大学 

4. 対象学年 2・3・4 年 5. 開講時期 前期  6. 単位数 2 単位 

 

7. 主題と目標、授業のねらい及び具体的な達成目標 

主題：防災行政学の学びの方向性は、過去の災害から学んだおおくの教訓を復興危機管理とし

て身につけてほしいことにあります。阪神・淡路大震災から１７年をへて学んだことは、生き

のこるためのタフさ、生き続けるためのやさしさ、ふるさとを土台にした変革・挑戦すること

の大切さです。混迷をきわめる２１世紀に立ち向かうあなたに、まちサバイバルの学びをとお

して、どのような逆境にあってもそれらをはねのけていく強さとやさしさを学んでほしいと考

えます。 

目標：①復興危機管理について説明できる、②危機に際しての実践力を身につける 

8. テキスト、参考書、指定図書 

指定テキスト「神戸発生きる力 130 訓」無料配布 

「防災・防犯入門」無料配布 

9. 事前、事後に受講してほしい講義等 

【事前に受講してほしい講義等】 

 

【事前に受講してほしい講義等】 

 

10. 提出課題など 

講義が終了した防災行政のテーマに関しての小レポートを実施する（各月１回計３回）。 

 

11. 評価基準 

定期試験５０％、小レポート３０％、授業貢献度２０％の割合で評価する。 

12. 学生へのメッセージ 

各回の授業で現実の震災対応でのクロスロード形式の問題を班編成で議論をし、発表してもら

います。 

13. 参考（ホームページ、オフィスアワー等） 

 

 

【授業計画】 

講義番号 主題 内容 

第１回 ガイダンス  復興危機管理１４章 案内  

第２回 第 1章 立ち上がる  東日本支援を  

第３回 第 2章 歴史を刻む  いま希望を 
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第４回 第 3章 地道な歩み  鳥の目線で 

第５回 第 4章 つながり  防災チョコレート 

第６回 第 5章 苦しい闘い   ブチ切れても 

第７回 第 6章 できることを   指揮官の心得  

第８回 第 7章 未来に備える 未来に備える 

第９回 第 8章 やさしい若者に  人生の法則 

第 10 回 第 9 章 いかに生きるのか  新しい公共 

第 11 回 第 10 章 強く優しく   いのちをつなぐ  

第 12 回 第 11 章 未来につなげる   大学連携 

第 13 回 第 12 章 息長く   復興まちづくり 

第 14 回 第 13 章 くじけないで  生涯復興 

第 15 回 総括と発表  
人は強くなければ生きていけない。しかし、やさしくなけ

れば生きている資格はない（レイモンド・チャンドラー） 

 

【コンピテンシー】 

本講義を通して身につけることが期待されるコンピテンシーは、以下のグラフを目安にしてく

ださい。 
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マインド的コンピテンシー

成果を挙げるための
コアコンピテンシー

受容的コンピテンシー応用的コンピテンシー

対人・集団的コンピテンシー


